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Intercloud Fabric Cloudの詳細
Intercloud Fabric Cloudは、プライベートクラウドとプロバイダークラウド間のセキュアな接続で
す。 Intercloud Fabric Cloudには 2つの仮想ゲートウェイがあります（プライベートクラウドに 1
つ、プロバイダークラウドに1つ）。プライベートクラウド上のゲートウェイは IntercloudFabric
Extenderと呼ばれ、プロバイダークラウド上のゲートウェイは Intercloud Fabric Switchと呼ばれま
す。安全なレイヤ 4トンネルによってゲートウェイを接続して、レイヤ 2プライベートクラウド
ネットワークをプロバイダークラウドに拡張します。
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注意事項と制約事項
•クラウドプロバイダーがMicrosoft Azureの場合は、Azureポータルに資格情報を登録する必
要があります。

•クラウドプロバイダーがMicrosoft Azureの場合は、Intercloud Fabric Cloudの展開を計画して
いるリージョンのAzureポータルを使用して、手動でストレージアカウントを作成する必要
があります。ストレージアカウント名は、「pnsc」から始めて、3～ 24の小文字の英数字
（a～ z、0～ 9）を含める必要があります。ストレージアカウントは、Microsoft Azureクラ
ウドプロバイダー用の Intercloud Fabric Cloudを作成するために必要です。

•仮想マシンの展開に必要なすべてのポートプロファイルを、IntercloudFabricを使用して作成
する必要があります。

• Intercloud Fabric Cloudの作成に必要なすべてのポートプロファイルを、Intercloud Fabricを使
用して作成する必要があります。

• Intercloudネットワークポリシーの作成に必要なすべてのポートプロファイルを、Intercloud
Fabricを使用して作成する必要があります。

• Intercloud Fabric Firewallデータインターフェイスと管理インターフェイスに必要なすべての
ポートプロファイルを、Intercloud Fabricを使用して作成する必要があります。

• Intercloud Fabric内のファイアウォール保護を必要とする仮想マシンに必要なすべてのポート
プロファイルを PNSCにより更新し、vPath構成に追加する必要があります。

• Intercloud Fabric Cloudの複製時は、送信元仮想マシンおよび宛先仮想マシンを移行しないで
ください。そのような移行は複製処理に影響を及ぼし、移行後に宛先仮想マシンで実行され

る処理にも影響します。

前提条件
•プロバイダークラウドのアカウントを作成しておきます。

• Amazon AWSのアクセスキーやアクセス ID、シスコクラウドサービスプロバイダーの URI
など、クラウドプロバイダーの資格情報を取得しておく必要があります。

◦ Amazon Web Services GUIで、[Sign IN] > [Security Credentials] > [Access Keys (Access Key
ID and Secret Access Key)]の順に移動すると、Intercloud Fabricのセキュリティクレデン
シャルにアクセスできます。 [Access Keys (Access Key ID and Secret Access Key)]（+）ア
イコンをクリックして、AWSアクセスキー IDを取得します。新しいアクセスキーを
作成するには、[Create NewAccess Key]をクリックします。キーファイルをダウンロー
ドして、アクセスキー IDとシークレットアクセスキーを入手します。必要に応じて、
[ShowAccess Key]リンクをクリックすると、アクセスキー IDとシークレットアクセス
キーを表示できます。

   Cisco Intercloud Fabric スタートアップガイドリリース 2.2.1
2

Intercloud Fabric Cloud の作成
注意事項と制約事項



◦ Microsoft Azureについては、Microsoft Azureにおける Intercloud Fabricのセキュリティ
クレデンシャルへのアクセス , （15ページ）を参照してください。

◦シスコクラウドサービスプロバイダーの場合は、セキュリティクレデンシャルの情報
を含むウェルカム電子メールがシスコから送られます。

• Intercloud Fabricインフラストラクチャコンポーネント（PNSC、Intercloud FabricVSMなど）
をインストールしておきます。 Intercloud Fabricのインフラストラクチャコンポーネントの
インストールを参照してください。

•プライベートクラウドで Cisco Nexus 1000Vを使用する場合は、Intercloud Fabricに Cisco
Nexus 1000Vスイッチを追加しておきます。ネットワーク要素の追加, （13ページ）を参照
してください。

• Smart Licenseポータルから Intercloud Fabric Router（CSR 1000V）のライセンストークンを生
成しておきます。

Intercloud Fabric Cloud作成のワークフロー
Intercloud Fabric Cloudのインストールは、以下の手順で行います。

手順

ステップ 1 Intercloud Fabricのインフラストラクチャポリシー、プロファイル、プール（Intercloud Fabric
Extenderの管理 IPプール、Intercloud Fabric Extenderのトンネル IPプール、Intercloud Fabricスイッ
チの管理 IPプール、サービスのインターフェイス IPプール、クラウド内の VMの IPプールな
ど）を作成する。

Intercloud Fabricインフラストラクチャポリシーの作成を参照してください。

ウィザードを使用して Intercloud Fabric Cloudを作成するときに、Intercloud Fabricのイ
ンフラストラクチャポリシーも作成できます。

（注）

ステップ 2 プライベートクラウドの分散仮想スイッチ（DVS）のポートプロファイルを作成する。
ポートプロファイルおよびポートグループの設定, （11ページ）を参照してください。

ステップ 3 Intercloud Fabric Virtual Security Gatewayの管理プロファイルとデータポートプロファイルを作成
する。

Intercloud Fabric Firewall用のポートプロファイルの作成を参照してください。

ステップ 4 ウィザードを使用して Intercloud Fabric Cloudを作成する。
Intercloud Fabric Cloudの作成, （15ページ）を参照してください。
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Intercloud Fabricのインフラストラクチャポリシーとプー
ルの作成

Intercloud Fabric Cloudの実装が成功するかどうかは、次の項目を適切に設定することによって決
まります。

手順

ステップ 1 MACアドレスプール。
MACアドレスプールの追加, （4ページ）を参照してください。

ステップ 2 プライベートサブネット。

プライベートサブネットの追加, （5ページ）を参照してください。

ステップ 3 IPグループ。
IPグループの追加, （6ページ）を参照してください。

ステップ 4 トンネルプロファイル。

トンネルプロファイルの設定, （7ページ）を参照してください。

ステップ 5 ポートプロファイル。

ポートプロファイルの作成 , （10ページ）を参照してください。

MAC アドレスプールの追加
MACアドレスプールを追加し、仮想プライベートクラウドにMACアドレスのグループを割り
当てます。

手順

ステップ 1 Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 [Policies] > [Intercloud Fabric Infrastructure Policies]の順に選択します。

ステップ 3 [Intercloud Fabric Infrastructure Policies]ウインドウで、[MAC Pool]タブを選択します。

ステップ 4 [Add]をクリックして、MACプールを作成します。
[Add MAC Pool]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 次の詳細を入力します。

説明名前

MACプールの名前。[MAC Pool Name]フィールド
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説明名前

プールの開始MACアドレス（12桁の 16進数
形式）。

[Start MAC Address]フィールド

プール内のアドレスの数。最小値は 1000個の
MACアドレス、デフォルト値は 10000個の
MACアドレスです。

[Count]フィールド

ステップ 6 [Submit]をクリックして、MACアドレスプールを作成します。

プライベートサブネットの追加

クラウド内の仮想マシンのプライベートサブネットを定義します。プライベートサブネットは、

プロバイダー環境内のプライベート IPスペースを定義するために使用されます。

プライベートサブネットはMicrosoft Azureにのみ適用されます。（注）

手順

ステップ 1 Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 [Policies] > [Intercloud Fabric Infrastructure Policies]の順に選択します。

ステップ 3 [Intercloud Fabric Infrastructure Policies]ウインドウで、[Private Subnet]タブを選択します。

ステップ 4 [Add]をクリックして、プライベートサブネットを作成します。
[Add Subnet]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 次の詳細を入力します。

説明名前

プライベートサブネットの名前。[Subnet Name]フィールド

サブネットの IPアドレス。[Subnet Address]フィールド

ステップ 6 [Submit]をクリックして、プライベートサブネットを作成します。

Cisco Intercloud Fabric スタートアップガイドリリース 2.2.1    
5

Intercloud Fabric Cloud の作成
プライベートサブネットの追加



IP グループの追加
IPグループは、Intercloud Fabricに必要なポートだけを Intercloud Fabric CloudのクラウドVMのパ
ブリックインターフェイスに対して開き、IPグループ内の IPアドレスからのアクセスのみを許
可することによって、クラウドリソースを保護します。許可される IPアドレスは、通常、エン
タープライズパブリック IPスペースです。

Intercloud Fabricには次のポートが必要です。

• SSHポート：TCP 22

• HTTPSポート：TCP 443

• RDPポート：TCP 3389

• Intercloud Fabricトンネルポート：TCP 6644および 6646

• Intercloud Fabricトンネルポート：UDP 6644および 6646

IPグループの設定に失敗すると、クラウドVM、IntercloudFabricスイッチ、エンタープライズ
データセンターへの不正アクセスを許可してしまう可能性があります。

（注）

手順

ステップ 1 Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 [Policies] > [Intercloud Fabric Infrastructure Policies]の順に選択します。

ステップ 3 [Intercloud Fabric Infrastructure Policies]ウインドウで、[IP Group]タブを選択します。

ステップ 4 [Add]をクリックして、IPグループを作成します。
[Add IP Group]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 次の詳細を入力します。

説明名前

IPグループの名前。[IP Group Name]フィールド

IPグループに追加する IPアドレス範囲の IPア
ドレスとプレフィックス。

[IPv4 Range]フィールド

ステップ 6 [Submit]をクリックして、IPグループを作成します。
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トンネルプロファイルの設定

トンネルプロファイルは接続パラメータポリシーをキーポリシーと組み合わせ、特定のトンネ

ルポートのセキュアな通信を確実にします。トンネルプロファイルを設定したら、次の要素間

のトンネルに適用できます。

• Intercloud Fabric Extenderと Intercloud Fabric Switch

• Intercloud Fabric Switchとクラウド VM

サイト間トンネルプロファイルは、Intercloud Fabric Extenderと Intercloud Fabric Switch間のトンネ
ルで使用されます。アクセストンネルプロファイルは、Intercloud Fabric Switchとクラウド VM
間のトンネルで使用されます。

手順

ステップ 1 Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 [Policies] > [Intercloud Fabric Infrastructure Policies]の順に選択します。

ステップ 3 [Intercloud Fabric Infrastructure Policies]ウインドウで、[Tunnel Profile]タブを選択します。

ステップ 4 [Add]をクリックして、トンネルプロファイルを作成します。
[Add Tunnel Profile]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 次の詳細を入力します。

説明名前

トンネルプロファイルの名前。[Tunnel Profile Name]フィールド

サイト間トンネルのプロファイルを作成するに

は、次の詳細を入力します。

[Site to Site Tunnel Profile]

トランクポートプロファイルに使用するプロ

トコルを選択します（TCPまたは UDP）。デ
フォルトプロトコルは UDPです。

[Protocol]ドロップダウンリスト

TCPトンネルでポート 443の使用を許可するに
は、このチェックボックスをオンにします。

このオプションは、[Protocol]ドロップダウン
リストからTCPプロトコルを選択する場合にの
み使用できます。

[Use HTTPS]チェックボックス
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説明名前

トランクポートプロファイルのキー再生成間

隔。これは、新しいキーを生成するまでの経過

時間です（日、時間、分、秒）。最小値は5分
です。デフォルト値の 00:00:00:00は再調整が
発生しないことを示します。

[Protocol]ドロップダウンリストから TCPプロ
トコルを選択し、[Use HTTPS]チェックボック
スをオンにした場合、このオプションは使用で

きません。

[Rekey Period]フィールド

トランクポートプロファイルの暗号化方式を

選択します。

• AES-128-CBC（デフォルト）

• AES-128-GCM（TCPプロトコルを使用す
る場合は使用不可）

• AES-256-CBC

• AES-256-GCM（TCPプロトコルを使用す
る場合は使用不可）

• None（TCPプロトコルを使用する場合は
使用不可）

[Protocol]ドロップダウンリストから TCPプロ
トコルを選択し、[Use HTTPS]チェックボック
スをオンにした場合、このオプションは使用で

きません。

[Encryption Algorithm]ドロップダウンリスト

トランクポートプロファイルのハッシュアル

ゴリズムを選択します。

• SHA-1（デフォルト）

• SHA-256

• SHA-384

このオプションは、[Encrypt Algorithm]フィー
ルドで、[AES-128-CBC]、[AES-256-CBC]、ま
たは [None]を選択した場合に使用できます。

[Protocol]ドロップダウンリストから TCPプロ
トコルを選択し、[Use HTTPS]チェックボック
スをオンにした場合、このオプションは使用で

きません。

[Hash Algorithm]ドロップダウンリスト
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説明名前

アクセストンネルプロファイルを作成するに

は、次の詳細を入力します。

[Access Tunnel Profile]

サイト間トンネルプロファイルと同じ設定を使

用するには、このチェックボックスをオンにし

ます。

[Use Same as the Site to Site Tunnel Profile]チェッ
クボックス

アクセストランクポートプロファイルに使用

するプロトコルを選択します（TCPまたは
UDP）。デフォルトプロトコルは UDPです。

[Protocol]ドロップダウンリスト

アクセストランクポートプロファイルのキー

再生成間隔。これは、新しいキーを生成するま

での経過時間です（日、時間、分、秒）。最小

値は 5分です。デフォルト値の 00:00:00:00は
再調整が発生しないことを示します。

[Rekey Period]フィールド

アクセストランクポートプロファイルの暗号

化方式を選択します。

• AES-128-CBC（デフォルト）

• AES-128-GCM

• AES-256-CBC

• AES-256-GCM

•なし

[Encryption Algorithm]ドロップダウンリスト

アクセストランクポートプロファイルのハッ

シュアルゴリズムを選択します。

• SHA-1（デフォルト）

• SHA-256

• SHA-384

このオプションは、[Encrypt Algorithm]フィー
ルドで、[AES-128-CBC]、[AES-256-CBC]、ま
たは [None]を選択した場合に使用できます。

[Hash Algorithm]ドロップダウンリスト

キープアライブメッセージが送信される前に、

アクティビティなしで接続を維持できる時間の

長さ（分と秒単位）。デフォルト値は 1秒で
す。

[Keep Alive Duration]フィールド
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説明名前

接続を閉じる前に、アイドル状態を維持できる

時間の長さ（分と秒単位）。デフォルト値は 5
分です。

[Timeout]フィールド

ステップ 6 [Submit]をクリックして、トンネルプロファイルを作成します。

ポートプロファイルの作成

Intercloud Fabricでポートプロファイルを作成するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 [Intercloud] > [Network]の順に選択します。

ステップ 3 [All Clouds]ドロップダウンリストからクラウドを選択します。

ステップ 4 [IcfVSM]タブで、VSMを選択します。

ステップ 5 [Add Port Profile]ボタンをクリックします。
[Add Port Profile]が表示されます。

ステップ 6 ポートプロファイルの次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポートプロファイルの名前。[Port Profile Name]フィールド

ポートプロファイルの VLAN ID。[VLAN ID]フィールド

サービスに対してポートプロファイルを有効

にします。

管理ポートプロファイルやデータ

ポートプロファイルを作成する場合

は、このオプションを選択しないで

ください。このオプションは、クラ

ウドVMでファイアウォールサービ
スを有効にする場合にのみ適用でき

ます。

（注）

[Enable for Services]チェックボックス
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説明名前

既存の組織を選択するか、新しい組織を作成し

ます。組織とは、IPバインディング情報を保
存するための構造です。orgorg_nameコマンド
を使用して、Intercloud Fabric Switch（VEM）
での IPバインディングの学習を有効にできま
す。 VEMで IPバインディングが学習される
と、その情報は PNSCおよび Intercloud Fabric
ファイアウォールに同期されます。

このフィールドは、[Enable for Services]チェッ
クボックスを選択した場合にのみ表示されま

す。

（オプション）[Org]ドロップダウンリスト

組織の名前。

このフィールドは、[Enable for Services]チェッ
クボックスを選択した場合にのみ表示されま

す。

（オプション）[New Org Name]フィールド

ステップ 7 [Next]をクリックします。

ステップ 8 [Port Profile]タブでポートプロファイルを表示します。

ポートプロファイルおよびポートグループの設定
この項には、Intercloud Fabricの vNIC、Intercloud Fabric Extender、および Cisco Prime Network
Services Controller（PNSC）仮想マシンに関連付ける必要がある、ポートプロファイルとポート
グループに関する情報が記載されています。

仮想マシンの展開に Cisco Nexus 1000Vを使用する場合は、Cisco Nexus 1000V VSMでポートプロ
ファイルを作成する必要があります。VMware vSwitchまたはVDSを使用する場合は、vCenterで
ポートグループを作成する必要があります。ポートプロファイルの作成については、『Cisco
Nexus 1000V Port Profile Configuration Guide』を参照してください。ポートグループの作成につ
いては、VMware vSphereのドキュメントを参照してください。

Intercloud Fabricソリューション向けに、次の vNICを設定する必要があります。

• Intercloud Fabric Directorには 1つの vNICがあります。この vNICは、Intercloud Fabric Director
への管理アクセス、およびPNSC、Intercloud FabricVSM、エンタープライズサーバ（DNS、
NTPなど）への接続を実現する、アクセスポートプロファイルまたはポートグループに関
連付ける必要はあります。
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• PNSCには 1つの vNICがあります。この vNICは、PNSCへの管理アクセス、IntercloudFabric
Director、Intercloud Fabric VSM、Intercloud Fabric Extender、エンタープライズサーバ（DNS、
NTPなど）への接続、およびサービスプロバイダーネットワークに接続するためのインター
ネット接続を実現する、ポートプロファイルまたはポートグループに関連付ける必要があ

ります。

• Intercloud Fabric Extenderには次の 3つの vNICがあります。

◦トンネル vNIC：トンネル vNICは、Intercloud Fabric Extenderと Intercloud Fabric Switch
間にセキュアなトンネルを確立するために使用されます。この vNICの使用は任意で
す。使用する場合は、サービスプロバイダーへのインターネットアクセスを実現する

アクセスポートプロファイルまたはポートグループに関連付ける必要があります。ま

た、管理 vNICを使用して、Intercloud Fabric Extenderと Intercloud Fabric Switch間にセ
キュアなトンネルを確立することもできます。デフォルトでは、管理 vNICを使用し
て、Intercloud Fabric Switchへのセキュアなトンネル接続が確立されます。 Intercloud
FabricCloudを作成する際は、IntercloudFabricCloudセットアップウィザードで [Advanced]
チェックボックスをオンにすると、セキュアなトンネルの作成にトンネル vNICを使用
することができます。

◦管理 vNIC：管理 vNICは、Intercloud Fabric Extenderへの管理アクセス、および PNSC、
Intercloud Fabric VSM、エンタープライズサーバ（DNS、NTPなど）への接続を実現す
るために使用されます。この vNICは、Intercloud Fabric Extenderへの管理アクセス、お
よび PNSC、Intercloud Fabric VSM、エンタープライズサーバ（DNS、NTPなど）への
接続を実現する、アクセスポートプロファイルまたはポートグループに関連付ける必

要があります。また、管理 vNICを使用して、サービスプロバイダーネットワークの
Intercloud Fabric Switchへのセキュアなトンネル接続を確立することもできます。管理
vNICを使用してIntercloud Fabric Switchへのセキュアなトンネルを確立する場合は、管
理アクセスおよびサービスプロバイダーへのインターネットアクセスも実現する、ポー

トプロファイルまたはポートグループに管理 vNICを関連付ける必要があります。

◦エンタープライズデータトランク vNIC：エンタープライズデータトランク vNICは、
セキュアなトンネルを介してトラフィックを送受信するアップリンクとして使用されま

す。この vNICは、トランクポートプロファイルまたはポートグループに関連付ける
必要があります。トランクポートプロファイルには、プロバイダークラウドに拡張す

るために必要なすべての VLANを含める必要があります。プライベートクラウドで
VMware vSwitchまたは VDSを使用する場合は、データトランク vNICに関連するポー
トグループに対して無差別モードを有効化しなければなりません。

PNSC、Intercloud Fabric Director、および Intercloud Fabric Extender管理 vNICに共通するアクセス
ポートプロファイルまたはポートグループを作成できます。管理vNICの代わりにトンネルvNIC
を使用して、Intercloud Fabric Switchへのセキュアなトンネル接続を確立する場合は、別のアクセ
スポートプロファイルまたはポートグループを作成する必要があります。

ネイティブVLANがサポートされません。ポートプロファイルとポートグループで明示的に
VLANを指定する必要があります。

（注）
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Intercloud Fabric Extenderトランクインターフェイスのトランクポートプロファイルには、内
部トンネルトランクインターフェイスのトランクポートプロファイルで Intercloud Fabric
Extenderおよび Intercloud Fabricスイッチ用として指定された VLANが含まれていなければな
りません。

（注）

VMware vSwitchを使用する場合は、次のポートプロファイルを設定する必要があります。

• Intercloud Fabric Extenderトンネルインターフェイスのポートグループ。このポートグルー
プは、トランキングモードのすべての VLANを許可する必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Nexus 1000Vがプライベートクラウドで使用されている場合に、Cisco Nexus 1000Vに管理
ポートプロファイルを作成するための設定例。
port-profile type vethernet VLAN-36
vmware port-group
switchport mode access
switchport access vlan 36
no shutdown
state enabled

ステップ 2 Cisco Nexus 1000Vがプライベートクラウドで使用されている場合に、Cisco Nexus 1000Vにトン
ネルポートプロファイルを作成するための設定例。
port-profile type vethernet VLAN-37
vmware port-group
switchport mode access
switchport access vlan 37
no shutdown
state enabled

ステップ 3 Cisco Nexus 1000Vがプライベートクラウドで使用されている場合に、Cisco Nexus 1000Vにトラ
ンクポートプロファイルを作成するための設定例。
port-profile type vethernet Trunk
vmware port-group
switchport mode trunk
switchport trunk allowed vlan 36-37,208,1300-1315
no shutdown
state enabled

ネットワーク要素の追加
Cisco Nexus 1000Vスイッチを使用している場合は、Intercloud Fabric Cloudを作成する前に、
Intercloud FabricにCiscoNexus 1000Vスイッチを追加する必要があります。 Intercloud Fabricのネッ
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トワーク要素としてCisco Nexus 1000Vスイッチを追加すると、そのスイッチが [ManagedNetwork
Element]タブに表示されます。

手順

ステップ 1 Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 [Administration] > [Managed elements]の順に選択します。

ステップ 3 [Managed Network Elements]タブで、[Add Network Element]をクリックします。

ステップ 4 [ネットワーク機器の追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ネットワーク要素が属するポッドを選択しま

す。

[POD]ドロップダウンリスト

デバイスカテゴリとして [Cisco Nexus 1000V]
を選択します。

[デバイスカテゴリ]ドロップダウンリスト

Cisco Nexus 1000Vスイッチの IPアドレス。[デバイスIP]フィールド

使用されるプロトコルを選択します。リストに

は次の内容が含まれます。

• Telnet

• ssh

• http

• https

[Protocol]ドロップダウンリスト

使用するポート番号。[Port]フィールド

ログイン名。[ログイン]フィールド

ログイン名に関連付けられるパスワード。[Password]フィールド

ステップ 5 [Submit]をクリックします。
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Microsoft Azure における Intercloud Fabricのセキュリティ
クレデンシャルへのアクセス

Microsoft Azureで Intercloud Fabricのセキュリティクレデンシャルにアクセスするには、次の手順
を実行します。

はじめる前に

インフラストラクチャコンポーネントをインストールしておきます。

手順

ステップ 1 Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 [Intercloud] > [Infrastructure]の順に選択します。

ステップ 3 [Infrastructure]タブで、[Export Azure Certificate]をクリックします。

ステップ 4 Microsoft Azure管理ポータルにログインします。

ステップ 5 [Settings] > [Management Certificate]の順に選択します。

ステップ 6 [Upload]をクリックし、証明書をアップロードします。

ステップ 7 [Items]ページで、一番上にある [Subscription]ドロップダウンリストからサブスクリプション ID
を選択します。

次の作業

このサブスクリプション IDを使用して Intercloud Fabricで Intercloud Fabric Cloudを作成します。

Intercloud Fabric Cloudの作成
Intercloud Fabric Cloudを作成するには、次の手順を実行します。

はじめる前に

•プロバイダーアカウントを作成しておきます。

•クラウドプロバイダーの資格情報を確認します。

• icfTunnelNetという名前のトンネルネットワークを作成しておきます。

•インフラストラクチャコンポーネント（PNSC、Intercloud FabricVSMなど）をインストール
しておきます。

• Cisco Nexus 1000V、VMware vSwitch、VMware VDS、Microsoft Hyper-Vスイッチなど、分散
仮想スイッチのポートプロファイルをプライベートクラウドに設定しておきます。
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•デバイスプロファイル、MACプール、トンネルプロファイル、スタティック IPグループな
ど、Intercloud Fabricインフラストラクチャのポリシーを作成しておきます。

•プライベートクラウドで Cisco Nexus 1000Vを使用する場合は、Intercloud Fabricに Cisco
Nexus 1000Vスイッチを追加しておきます。ネットワーク要素の追加, （13ページ）を参照
してください。

•拡張を要するネットワークに必要な VLANを Intercloud Fabric Extenderトランクポートプロ
ファイルに設定します。

•サービスを管理するためのサービスバンドルをアップロードしておきます。 [Intercloud] >
[Infrastructure] > [Upload Services Bundle]の順に選択し、サービスバンドルをアップロードし
ます。

Intercloud Fabric Router (Integrated)を管理するためのサービスバンドルをアッ
プロードする必要はありません。

（注）

手順

ステップ 1 Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 [Intercloud] > [IcfCloud]の順に選択します。

ステップ 3 [IcfCloud]ウィンドウで、[IcfCloud]タブを選択します。

ステップ 4 [IcfCloud]タブで、[Setup]ボタンをクリックします。
[Cloud Setup]ウィザードが表示されます。

ステップ 5 [Account Credentials]の次のフィールドに値を入力します。
次の表のフィールドの多くは、新しいプロバイダーアカウントの作成を選択した場合

にのみ表示されます。また、表示されるフィールドはプロバイダーに固有のものです。

（注）

説明名前

Intercloud Fabric Directorで作成した仮想アカウ
ントの名前。この名前には、ハイフン、下線、

ピリオド、コロンを含めて、1～16文字の英数
字を指定することができます。オブジェクトの

作成後は、この名前は変更できません。

[Cloud Name]フィールド

プロバイダークラウドのタイプを選択します。[Cloud Type]ドロップダウンリスト

既存のプロバイダーを選択するか、新しいプロ

バイダーアカウントを作成することを選択しま

す。

選択したプロバイダーアカウントに基づいて、

該当するフィールドが表示されます。

[Provider Account]ドロップダウンリスト
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説明名前

プロバイダーアカウントの名前。[Provider Account Name]フィールド

アカウントの所有者を識別する英数字のテキス

ト文字列。

[Access ID]フィールド

アカウントの一意のキー。[Access Key]フィールド

アカウントの一意のリソース識別子。[URI]フィールド

ユーザ名。[Username]フィールド

パスワード。[Password]フィールド

資格情報を検証する場合にクリックします。残

りのフィールドに入力するには、資格情報を検

証する必要があります。

[Validate Credentials]ボタン

プロバイダークラウドの場所を選択します。[Location]ドロップダウンリスト

プロバイダークラウドのプロバイダー VPCを
選択します。

[Provider VPC]ドロップダウンリスト

プロバイダークラウドのプロバイダープライ

ベートサブネットを選択します。

[Provider Private Subnet]ドロップダウンリスト

ステップ 6 [Next]をクリックします。

ステップ 7 [Configuration Details]の次のフィールドに値を入力します。

説明名前

[Advanced]チェックボックスをクリックして新
しいポリシーを作成するか、[Next]をクリック
してデフォルト値で続行します。

Network Configuration

デフォルトまたは既存のMACプールを選択す
るか、新しいMACプールを作成することを選
択します。

新しいMACプールの作成については、MACア
ドレスプールの追加, （4ページ）を参照し
てください。

[MAC Pool]ドロップダウンリスト
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説明名前

デフォルトまたは既存のトンネルプロファイル

を選択するか、新しいトンネルプロファイルを

作成することを選択します。

新しいトンネルプロファイルの作成について

は、トンネルプロファイルの設定, （7ペー
ジ）を参照してください。

[Tunnel Profile]ドロップダウンリスト

デフォルトまたは既存の IPグループを選択す
るか、新しい IPグループを作成することを選
択します。

新しい IPグループの作成については、IPグルー
プの追加, （6ページ）を参照してください。

[IP Group]ドロップダウンリスト

デフォルトまたは既存のプライベートサブネッ

トを選択するか、プライベートサブネットを作

成することを選択します。

新しいプライベートサブネットの作成について

は、プライベートサブネットの追加, （5ペー
ジ）を参照してください。

[Private Subnet]ドロップダウンリスト

サービス

Intercloud Fabric Firewall（VSG）テンプレート
を作成するには、[ICFFirewall]チェックボック
スをオンにします。

サービスを選択すると、そのサービスのテンプ

レートをこのクラウドで利用できるようになり

ます。サービスを設定するには、PNSCを使用
します。

Intercloud Fabricファイアウォールのインストー
ルを参照してください。

[ICF Firewall (VSG)]チェックボックス
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説明名前

Azureクラウドでのみサポートされます。

関連する Intercloud Fabric Cloudインスタンスで
[ICF Router (Integrated)]インスタンスを作成す
るには、[ICF Router (Integrated)]チェックボッ
クスをオンにします。

[ICF Router (Integrated)]をインスタンス化した
後、それを Prime Network Services Controllerで
設定できます（IntercloudFabricRouter (Integrated)
のインストールと設定に関するワークフローを

参照）。

[ICF Router (Integrated)]チェックボックス

Intercloud Fabric Router（CSR）テンプレートを
作成するには、[ICFRouter (CSR)]チェックボッ
クスをオンにします。

サービスを選択すると、そのサービスのテンプ

レートをこのクラウドで利用できるようになり

ます。サービスを設定するには、PNSCを使用
します。

Intercloud Fabric Router（CSR）のインストール
と設定を参照してください。

[ICF Router (CSR)]チェックボックス

Intercloud Fabric Router（CSR）の管理VLAN ID
を入力します。

このVLANは、Intercloud Fabric Router（CSR）
を管理するために使用されます。

このプロパティを選択できるようにするには、

[ICFRouter (CSR)]チェックボックスをオンにす
る必要があります。

[Cloud Services Router (CSR) Management VLAN]
フィールド

ステップ 8 [Next]をクリックします。

ステップ 9 [Secure Cloud Extension]の次のフィールドに値を入力します。

説明名前

Intercloud Fabric Extenderの次のフィールドに値
を入力します。

[Intercloud Extender Network]

Intercloud Fabric ExtenderのVMマネージャを選
択します。

[VM Manager]ドロップダウンリスト
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説明名前

Intercloud Fabric Extenderを展開するデータセン
ターを選択します。

このフィールドは、Microsoft環境で Intercloud
Fabric Cloudを作成する場合には適用できませ
ん。

[Datacenter]ドロップダウンリスト

データトラフィックの Intercloud Fabric Extender
上のトランクインターフェイスを選択します。

このフィールドは、Microsoft環境で Intercloud
Fabric Cloudを作成する場合には適用できませ
ん。

[Data Trunk Network]ドロップダウンリスト

データトラフィックの Intercloud Fabric Extender
上の管理インターフェイスを選択します。

このフィールドは、Microsoft環境で Intercloud
Fabric Cloudを作成する場合には適用できませ
ん。

[Management Interface Network]ドロップダウン
リスト

管理インターフェイスのVLANを選択します。
この VLANは、管理 IPプールポリシーで指定
された VLANと一致させる必要があります。

[Management VLAN]フィールド

管理インターフェイスの IPプールポリシーを
選択するか、新しい IPプールポリシーを作成
します。

新しい IPプールポリシーの作成については、
スタティック IPプールポリシーの作成を参照
してください。

このフィールドは、Microsoft環境で Intercloud
Fabric Cloudを作成する場合には適用できませ
ん。

[Management IP Pool Policy]ドロップダウンリ
スト
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説明名前

管理インターフェイスとトンネルインターフェ

イスに対して異なるVLANを使用する場合は、
このチェックボックスをオンにします。この

チェックボックスをオンにしない場合は、デ

フォルトで、トンネルインターフェイスと管理

インターフェイスに同じ VLANが使用されま
す。

このプロパティを選択できるようにするには、

[Advanced]チェックボックスをオンにする必要
があります。

このフィールドは、Microsoft環境で Intercloud
Fabric Cloudを作成する場合には適用できませ
ん。

[SeparateMgmt and Tunnel Interface]チェックボッ
クス

データトラフィックの Intercloud Fabric Extender
上のトンネルインターフェイスを選択します。

このドロップダウンリストは、[Separate Mgmt
and Tunnel Interface]チェックボックスを選択し
た場合にのみ表示されます。

このフィールドは、Microsoft環境で Intercloud
Fabric Cloudを作成する場合には適用できませ
ん。

[Tunnel Interface Network]ドロップダウンリス
ト

トンネルインターフェイスの VLANを選択し
ます。

このフィールドは、[Separate Mgmt and Tunnel
Interface]チェックボックスを選択した場合にの
み表示されます。

このフィールドは、Microsoft環境で Intercloud
Fabric Cloudを作成する場合には適用できませ
ん。

[Tunnel VLAN]フィールド
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説明名前

トンネルインターフェイスの IPプールポリ
シーを選択するか、新しい IPプールポリシー
を作成します。

新しい IPプールポリシーの作成については、
スタティック IPプールポリシーの作成を参照
してください。

このドロップダウンリストは、[Separate Mgmt
and Tunnel Interface]チェックボックスを選択し
た場合にのみ表示されます。

このフィールドは、Microsoft環境で Intercloud
Fabric Cloudを作成する場合には適用できませ
ん。

[Tunnel IP Pool Policy]ドロップダウンリスト

[Intercloud Extender Placement / Association]

（Microsoft環境のみ）Intercloud Fabric Extender
のホストを選択します。

[Primary Intercloud Extender]と [Secondary
Intercloud Extender]のデータストアを指定する
には、[Advanced]チェックボックスをオンにし
て、次に [HighAvailability]チェックボックスを
オンにします。

[ICX]ドロップダウンリスト

Intercloud Fabric Extenderのホストを選択しま
す。

ハイアベラビリティ構成の場合は、[Advanced]
チェックボックスをオンにしてから、

[High-Availability]チェックボックスをオンにし
て、[Primary Intercloud Extender]と [Secondary
Intercloud Extender]のホストを指定します。

このフィールドは、Microsoft環境で Intercloud
Fabric Cloudを作成する場合には適用できませ
ん。

[Host]ドロップダウンリスト
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説明名前

Intercloud Fabric Extenderのデータストアを選択
します。

ハイアベラビリティ構成の場合は、[Advanced]
チェックボックスをオンにしてから、

[High-Availability]チェックボックスをオンにし
て、[Primary Intercloud Extender]と [Secondary
Intercloud Extender]のデータストアを指定しま
す。

このプロパティを選択できるようにするには、

[Advanced]チェックボックスをオンにする必要
があります。

このフィールドは、Microsoft環境で Intercloud
Fabric Cloudを作成する場合には適用できませ
ん。

[Datastore]ドロップダウンリスト

クラウドの Intercloud Fabricスイッチに対して
次のフィールドに値を入力します。

このプロパティを選択できるようにするには、

[Advanced]チェックボックスをオンにする必要
があります。

[Intercloud Switch Network]

管理インターフェイスのVLANを選択します。[Management VLAN]フィールド

管理インターフェイスの IPポリシーを選択す
るか、新しい IPプールポリシーを作成します。

新しい IPプールポリシーの作成については、
スタティック IPプールポリシーの作成を参照
してください。

[Management IP Pool Policy]ドロップダウンリ
スト

このプロパティを選択できるようにするには、

[ICF Firewall (VSG)]チェックボックスをオンに
する必要があります。

このサービスインターフェイスは Intercloud
Fabric Switchで作成され、Intercloud Fabric
Firewallのデータインターフェイスとの通信に
使用されます。

[VSG Service Interface]
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説明名前

サービスインターフェイスの VLANを選択し
ます。この VLANは Intercloud Fabric Switchと
Intercloud Fabric Firewall間の通信に使用され、
他のVLANから完全に隔離されたプライベート
VLANの場合もあります。

[VLAN]フィールド

サービスインターフェイスの IPポリシーを選
択するか、新しい IPプールポリシーを作成し
ます。

[IP Pool Policy]ドロップダウンリスト

このプロパティを選択できるようにするには、

[ICF Firewall (VSG)]チェックボックスをオンに
する必要があります。

[VSG Management]

管理インターフェイスのVLANを選択します。
このVLANは Intercloud Fabric Firewallを管理す
るために使用されます。

[VSG Management VLAN]フィールド

ステップ 10 [Next]をクリックします。
[Summary]ウィンドウに Intercloud Fabric Cloudのサマリーが一覧表示されます。

ステップ 11 [Submit]をクリックして、Intercloud Fabric Cloudを作成します。

ステップ 12 タスクの状態を表示するには、[IcfCloud]タブで、タスクのサービスリクエスト番号を検索しま
す。

ステップ 13 [Organizations] > [Service Requests]の順に選択します。

ステップ 14 [Service Request]タブを選択します。サービスリクエスト番号を検索するか、検索フィールドに
サービスリクエスト番号を入力します。

ステップ 15 [View]をクリックして、ワークフローステータス、ログ、入力情報など、サービスリクエストの
詳細情報を表示します。

サービスの管理
Intercloud Fabric Cloudの作成後にサービスを管理するには、次の手順を実行します。

はじめる前に

• Intercloud Fabric Cloudを作成しておきます。
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•サービスを管理するためのサービスバンドルをアップロードしておきます。 [Intercloud] >
[Infrastructure] > [Upload Services Bundle]の順に選択し、サービスバンドルをアップロードし
ます。

Intercloud Fabric Router (Integrated)を管理するためのサービスバンドルをアッ
プロードする必要はありません。

（注）

手順

ステップ 1 Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 [Intercloud] > [IcfCloud]の順に選択します。

ステップ 3 [IcfCloud]ウィンドウで、[IcfCloud]タブを選択します。

ステップ 4 IcfCloudを選択し、[Manage Services]をクリックします。
[Manage Services]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [Manage Services]の次のフィールドに値を入力します。

説明名前

Intercloud Fabric Firewall（VSG）テンプレート
を作成するには、[ICFFirewall]チェックボック
スをオンにします。

[ICF Firewall]チェックボックス

このサービスインターフェイスは Intercloud
Fabric Switchで作成され、Intercloud Fabric
Firewallのデータインターフェイスとの通信に
使用されます。

サービスインターフェイスの VLAN。この
VLANは Intercloud Fabric Switchと Intercloud
Fabric Firewall間の通信に使用され、他のVLAN
から完全に隔離されたプライベートVLANの場
合もあります。

このフィールドは、[ICFFirewall]チェックボッ
クスを選択した場合にのみ表示されます。

[Service Interface VLAN]フィールド
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説明名前

サービスインターフェイスの IPポリシーを選
択するか、新しい IPプールポリシーを作成し
ます。

新しい IPプールポリシーの作成については、
スタティック IPプールポリシーの作成を参照
してください。

このフィールドは、[ICFFirewall]チェックボッ
クスを選択した場合にのみ表示されます。

[Service Interface IP Pool Policy]ドロップダウン
リスト

管理インターフェイスの VLAN。この VLAN
は Intercloud Fabric Firewallを管理するために使
用されます。

このフィールドは、[ICFFirewall]チェックボッ
クスを選択した場合にのみ表示されます。

ファイアウォール管理ポートプロファ

イルは、Intercloud Fabric Cloudの作成
時に Intercloud Fabric Firewallサービス
を選択すると自動的に作成されます。

Intercloud Fabric Cloudの名前は、プレ
フィックスとしてポートプロファイ

ルの名前に追加され、VLAN IDはサ
フィックスとしてポートプロファイ

ルの名前に追加されます。例：
icf-amz1_VSG_Management_72

（注）

[VSG Management VLAN]フィールド

Intercloud Fabric Router（CSR）のテンプレート
を作成するには、[ICF Router (CSR)]チェック
ボックスをオンにします。

[ICF Router (CSR)]チェックボックス

Intercloud Fabric Router（CSR）の管理VLAN ID
を入力します。

このフィールドは、[ICFRouter (CSR)]チェック
ボックスを選択した場合にのみ表示されます。

[CSR Management VLAN]

ICFルータ（統合型）を作成するには、[ICF
Router (Integrated)]チェックボックスをオンにし
ます。

[ICF Router (Integrated)]チェックボックス

ステップ 6 [Submit]をクリックします。
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Intercloud Fabric Cloudの複製
Intercloud Fabric Cloudを複製するには、次の手順を実行します。元の Intercloud Fabric Cloudと
まったく同じ設定で Intercloud Fabric Cloudの複製を作成するには、[1-click Clone]をクリックしま
す。

[1-click Clone]は、Microsoft環境で Intercloud Fabric Cloudを作成する場合はサポートされませ
ん。

（注）

手順

ステップ 1 Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 [Intercloud] > [IcfCloud]の順に選択します。

ステップ 3 [IcfCloud]ウィンドウで、[IcfCloud]タブを選択します。

ステップ 4 [IcfCloud]タブで、Intercloud Fabric Cloudを選択し、[Clone]ボタンをクリックします。
[Cloud Setup]ウィザードが表示されます。

ステップ 5 [Account Credentials]の次のフィールドに値を入力します。

説明名前

Intercloud Fabric Directorで作成した仮想アカウ
ントの名前。この名前には、1～ 16文字を含
めることができます。ハイフン、下線、ピリオ

ド、コロンを含む英数字を使用できます。オブ

ジェクトの作成後は、この名前は変更できませ

ん。

[Cloud Name]フィールド

プロバイダークラウドのタイプを選択します。[Cloud Type]ドロップダウンリスト

既存のプロバイダーを選択するか、新しいプロ

バイダーアカウントを作成することを選択しま

す。

選択したプロバイダーアカウントに基づいて、

該当するフィールドが表示されます。

[Provider Account]ドロップダウンリスト

プロバイダーアカウントの名前。[Provider Account Name]フィールド

アカウントの所有者を識別する英数字のテキス

ト文字列です。

[Access ID]フィールド

アカウントの一意のキーです。[Access Key]フィールド
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説明名前

アカウントの一意のリソース識別子。[URI]フィールド

ユーザ名。[Username]フィールド

パスワード。[Password]フィールド

資格情報を検証する場合にクリックします。残

りのフィールドに入力するには、資格情報を検

証する必要があります。

[Validate Credentials]ボタン

プロバイダークラウドの場所を選択します。[Location]ドロップダウンリスト

プロバイダークラウドのプロバイダー VPCを
選択します。

[Provider VPC]ドロップダウンリスト

プロバイダークラウドのプロバイダープライ

ベートサブネットを選択します。

[Provider Private Subnet]ドロップダウンリスト

ステップ 6 [Next]をクリックします。

ステップ 7 [Configuration Details]の次のフィールドに値を入力します。

説明名前

[Advanced]チェックボックスをクリックして新
しいポリシーを作成するか、[Next]をクリック
してデフォルト値で続行します。

Network Configuration

デフォルトまたは既存のMACプールを選択す
るか、新しいMACプールを作成することを選
択します。

新しいMACプールの作成については、MACア
ドレスプールの追加, （4ページ）を参照し
てください。

[MAC Pool]ドロップダウンリスト

デフォルトまたは既存のトンネルプロファイル

を選択するか、新しいトンネルプロファイルを

作成することを選択します。

新しいトンネルプロファイルの作成について

は、トンネルプロファイルの設定, （7ペー
ジ）を参照してください。

[Tunnel Profile]ドロップダウンリスト
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説明名前

デフォルトまたは既存の IPグループを選択す
るか、新しい IPグループを作成することを選
択します。

新しい IPグループの作成については、IPグルー
プの追加, （6ページ）を参照してください。

[IP Group]ドロップダウンリスト

デフォルトまたは既存のプライベートサブネッ

トを選択するか、プライベートサブネットを作

成することを選択します。

新しいプライベートサブネットの作成について

は、プライベートサブネットの追加, （5ペー
ジ）を参照してください。

[Private Subnet]ドロップダウンリスト

サービス

Intercloud Fabric Firewall（VSG）テンプレート
を作成するには、[ICFFirewall]チェックボック
スをオンにします。

サービスを選択すると、そのサービスのテンプ

レートをこのクラウドで利用できるようになり

ます。サービスを設定するには、PNSCを使用
します。

Intercloud Fabricファイアウォールのインストー
ルを参照してください。

[ICF Firewall (VSG)]チェックボックス

[ICF Router (Integrated)]テンプレートを作成す
るには、[ICF Router (Integrated)]チェックボッ
クスをオンにします。

[ICF Router (Integrated)]チェックボックス

Intercloud Fabric Router（CSR）テンプレートを
作成するには、[ICFRouter (CSR)]チェックボッ
クスをオンにします。

サービスを選択すると、そのサービスのテンプ

レートをこのクラウドで利用できるようになり

ます。サービスを設定するには、PNSCを使用
します。

Intercloud Fabric Router（CSR）のインストール
と設定を参照してください。

[ICF Router (CSR)]チェックボックス
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説明名前

Intercloud Fabric Router（CSR）の管理VLAN ID
を入力します。

このVLANは、Intercloud Fabric Router（CSR）
を管理するために使用されます。

[Cloud Services Router (CSR) Management VLAN]
フィールド

ステップ 8 [Next]をクリックします。

ステップ 9 [Secure Cloud Extension]の次のフィールドに値を入力します。

説明名前

Intercloud Fabric Extenderの次のフィールドに値
を入力します。

[Intercloud Extender Network]

Intercloud Fabric ExtenderのVMマネージャを選
択します。

[VM Manager]ドロップダウンリスト

Intercloud Fabric Extenderを展開するデータセン
ターを選択します。

このフィールドは、Microsoft環境で Intercloud
Fabric Cloudを作成する場合には適用できませ
ん。

[Datacenter]ドロップダウンリスト

データトラフィックの Intercloud Fabric Extender
上のトランクインターフェイスを選択します。

このフィールドは、Microsoft環境で Intercloud
Fabric Cloudを作成する場合には適用できませ
ん。

[Data Trunk Network]ドロップダウンリスト

データトラフィックの Intercloud Fabric Extender
上の管理インターフェイスを選択します。

このフィールドは、Microsoft環境で Intercloud
Fabric Cloudを作成する場合には適用できませ
ん。

[Management Interface Network]ドロップダウン
リスト

管理インターフェイスのVLANを選択します。
この VLANは、管理 IPプールポリシーで指定
された VLANと一致させる必要があります。

[Management VLAN]フィールド
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説明名前

管理インターフェイスの IPプールポリシーを
選択するか、新しい IPプールポリシーを作成
します。

新しい IPプールポリシーの作成については、
スタティック IPプールポリシーの作成を参照
してください。

このフィールドは、Microsoft環境で Intercloud
Fabric Cloudを作成する場合には適用できませ
ん。

[Management IP Pool Policy]ドロップダウンリ
スト

管理インターフェイスとトンネルインターフェ

イスに対して異なるVLANを使用する場合は、
このチェックボックスをオンにします。この

チェックボックスをオンにしない場合は、デ

フォルトで、トンネルインターフェイスと管理

インターフェイスに同じ VLANが使用されま
す。

このプロパティを選択できるようにするには、

[Advanced]チェックボックスをオンにする必要
があります。

このフィールドは、Microsoft環境で Intercloud
Fabric Cloudを作成する場合には適用できませ
ん。

[SeparateMgmt and Tunnel Interface]チェックボッ
クス

データトラフィックの Intercloud Fabric Extender
上のトンネルインターフェイスを選択します。

このドロップダウンリストは、[Separate Mgmt
and Tunnel Interface]チェックボックスを選択し
た場合にのみ表示されます。

このフィールドは、Microsoft環境で Intercloud
Fabric Cloudを作成する場合には適用できませ
ん。

[Tunnel Interface Network]ドロップダウンリス
ト
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説明名前

トンネルインターフェイスの VLANを選択し
ます。

このフィールドは、[Separate Mgmt and Tunnel
Interface]チェックボックスを選択した場合にの
み表示されます。

このフィールドは、Microsoft環境で Intercloud
Fabric Cloudを作成する場合には適用できませ
ん。

[Tunnel VLAN]フィールド

トンネルインターフェイスの IPプールポリ
シーを選択するか、新しい IPプールポリシー
を作成します。

新しい IPプールポリシーの作成については、
スタティック IPプールポリシーの作成を参照
してください。

このドロップダウンリストは、[Separate Mgmt
and Tunnel Interface]チェックボックスを選択し
た場合にのみ表示されます。

このフィールドは、Microsoft環境で Intercloud
Fabric Cloudを作成する場合には適用できませ
ん。

[Tunnel IP Pool Policy]ドロップダウンリスト

[Intercloud Extender Network Placement]

Intercloud Fabric Extenderのホストを選択しま
す。

[Primary Intercloud Extender]と [Secondary
Intercloud Extender]のホストを指定するには、
[High Availability]チェックボックスをオンにし
ます。

このプロパティを選択できるようにするには、

[Advanced]チェックボックスをオンにする必要
があります。

[Host]ドロップダウンリスト
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説明名前

Intercloud Fabric Extenderのデータストアを選択
します。

[Primary Intercloud Extender]と [Secondary
Intercloud Extender]のデータストアを指定する
には、[High Availability]チェックボックスをオ
ンにします。

このプロパティを選択できるようにするには、

[Advanced]チェックボックスをオンにする必要
があります。

[Datastore]ドロップダウンリスト

クラウドの Intercloud Fabricスイッチに対して
次のフィールドに値を入力します。

このプロパティを選択できるようにするには、

[Advanced]チェックボックスをオンにする必要
があります。

[Intercloud Switch Network]

管理インターフェイスのVLANを選択します。[Management VLAN]フィールド

管理インターフェイスの IPポリシーを選択す
るか、新しい IPプールポリシーを作成します。

新しい IPプールポリシーの作成については、
スタティック IPプールポリシーの作成を参照
してください。

[Management IP Pool Policy]ドロップダウンリ
スト

このプロパティを選択できるようにするには、

[ICF Firewall (VSG)]チェックボックスをオンに
する必要があります。

このサービスインターフェイスは Intercloud
Fabric Switchで作成され、Intercloud Fabric
Firewallのデータインターフェイスとの通信に
使用されます。

[VSG Service Interface]

サービスインターフェイスの VLANを選択し
ます。この VLANは Intercloud Fabric Switchと
Intercloud Fabric Firewall間の通信に使用され、
他のVLANから完全に隔離されたプライベート
VLANの場合もあります。

[VLAN]フィールド

サービスインターフェイスの IPポリシーを選
択するか、新しい IPプールポリシーを作成し
ます。

[IP Pool Policy]ドロップダウンリスト
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説明名前

このプロパティを選択できるようにするには、

[ICF Firewall (VSG)]チェックボックスをオンに
する必要があります。

[VSG Management]

管理インターフェイスのVLANを選択します。
このVLANは Intercloud Fabric Firewallを管理す
るために使用されます。

[VSG Management VLAN]フィールド

ステップ 10 [Next]をクリックします。
[Summary]ウィンドウに Intercloud Fabric Cloudのサマリーが一覧表示されます。

ステップ 11 [Submit]をクリックして、Intercloud Fabric Cloudを複製します。

ステップ 12 タスクの状態を表示するには、[IcfCloud]タブで、タスクのサービスリクエスト番号を検索しま
す。

ステップ 13 [Organizations] > [Service Requests]の順に選択します。

ステップ 14 [サービスリクエスト]タブを選択します。サービスリクエスト番号を検索するか、検索フィール
ドにサービスリクエスト番号を入力します。

ステップ 15 [View]をクリックして、ワークフローステータス、ログ、入力情報など、サービスリクエストの
詳細情報を表示します。
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